
特別会計 予算等金額

同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計

国民健康保険事業特別会計     44億7,370万円

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険福智町立診療所事業特別会計

田川郡町村公平委員会特別会計

水道事業会計

収益的収入
収益的支出

資本的収入
資本的支出

      2億8,939 万円

      8億7,024万円

              127万円

      5億7,175万円
      5億7,175万円
        1億225万円
      2億3,296万円

        1億301万円

【
特
別
会
計
】

　 町の自主財源は全体のわずか23.9％
▶一般会計の歳入は、前年度と比較し約18億2,000万円減少（▲12.5％）
しています。予算規模は大幅に縮小していますが、財源不足を補う財政
対策基金繰入金（財政調整、減債、預貯金の取崩し）で収支の均衡を保つ
予算編成は以前と変わらず、厳しい財政状況となっています。町に入って
くるお金（歳入）には、様々な種類がありますが、大きく分類すると、税収
入など町の自主的な収入「自主財源」と、国や県およびその他機関等の意
思決定に基づく収入「依存財源」に分けられ、この自主財源が多額なほど、
行政サービス等行財政の安定性が確保されます。グラフが示すとおり、本
町の自主財源は収入全体の約24%と、前年度と比較し3.9%増加している
ものの、依然として財政基盤の脆

き

弱
じゃく

さを表しています。

歳入

　 ５割を超す義務的経費が財政硬直化を示す
▶「性質別」と「目的別」のグラフは、ともに一般会計の歳出を表したグラ
フです。目的別歳出では、行政サービスの水準や行政上の特色などを知る
ことができます。一方、性質別歳出には、支出が義務付けられている、人
件費や扶助費、公債費の「義務的経費」と公共施設の建設など、行政水準
の向上にかかる建設事業費の「投資的経費」に分けることができます。この
歳出を前年度の当初予算と比較した場合、人件費が５千万円の減額、扶
助費が１億 9,200万円の増額、公債費が前年度の繰上償還の影響もあり、
４億1,700万円の減額、さらに普通建設事業費が17億円の大幅な減額と
なっています。この大幅減額の要因は、前年度赤池中学校改築事業費を
16億5,500万円計上していたためです。
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歳入

127億
1,949万円

利子割交付金…380万円 配当割交付金…260万円
自動車取得税交付金…3,100万円  地方特例交付金…280万円
交通安全対策特別交付金…444万円 株式等譲渡所得割交付金 30万円
ゴルフ場利用税交付金…29万円

町税
15億4,689万円

（12.2％）

使用料･手数料
4億8,135万円

（3.8％）

分担金･負担金
1億3,118万円

（1.0％）
諸収入
2億6,272万円

（2.1％）
財産収入
1億4,815万円

（1.2％）

　繰入金（3.6％）
4億5,885万円

地方交付税
55億4,800万円

（43.6％）

地方譲与税
1億600万円

（0.8％）

地方消費税交付金
1億8,200万円

（1.4％）

国庫支出金
13億9,235万円

（11.0％）

県支出金
9億 3,039万円

（7.3％）

町債
14億8,570万円

（11.7％）

■自主財源（23.9％）

■依存財源（76.1％）

（0.3％）

繰越金・寄付金
68 万円（0.0％）

議会費
1億4,197万円

（1.1％）

衛生費
10億
7,702万円

（8.5％）

災害復旧費
1,836万円

（0.1％）

公債費
20億4,920万円

（16.1％）

諸支出金
1億6,178万円

（1.3％）

歳出

127億
1,949万円

総務費
15億1,558万円

（11.9％）

民生費
44億1,233万円

（34.7％）

労働費 255万円（0.0％）

農林水産業費
3億9,572万円

（3.1％）

商工費 6,653万円（0.5％）

土木費
13億2,561万円

（10.4％）

消防費
4億291万円

（3.2％）

教育費
11億2,994万円

（8.9％）

予備費
2,000万円

（0.2％）

※金額が少額のため、「０％」表示になっているところがあります。※金額が少額のため、「０％」表示になっているところがあります。

歳出

127億
1,949万円

人件費
23億960万円

（18.2％）

物件費
14億3,438万円

（11.3％）

補助費等
15億4,814万円

（12.2％）

　 繰出金
　 8億

6,105万円
       （6.8％）

扶助費
22億5,415万円

（17.7％）

公債費
20億4,920万円

（16.1％）

普通建設事業費
16億8,339万円

（13.2％）

維持補修費
2億6,656万円

（2.1％）

投資・出資・貸付金
1億3,391万円

（1.0％）

基金積立金
1億4,075万円

（1.1％）

予備費
2,000万円

（0.2％）

災害復旧事業費
1,836万円（0.1％）

■義務的経費（52.0％）

■投資的経費（13.3％）


